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或_
は
京
濱
地
'區
に
求 

.

.
め
ざ
る
を
得
起^ :

肌
況.

に
あ
る
。
.
.
し.

^

ぁ

資

金

商

と

：
生

產

物

.Q

量
，
 

ぐ
''
'
的
制
約
か.

&

ト」

1
\
?

ク
0 :

常
傭
も.
見
ら.

れ
な
5

當
地
：區

の

各

經

營I  

V /,
:,
 :
B
%.

つ̂

は
^

樹
材
料
髒
入
或
は
生
產
物
顿
賣
に
吒
^

^

道
に.
'

)

Vハ^fA
Jb

て
賴
ら
ぎ1
を
得
龙
、
：
-J  

於
：て
同
鐵
道
：
0
輸
送
力Q,:

不
：足.
は
女
地
上.
致
命
的
缺
點
：と
な

.
を

の̂

あ
^

こ
の
事
は';
'
昭 

' 

.和
：十_

年
.
に
龙
げ
名
眞
雙_

ス
：下
泰
町
：夂
屬
す

3

甜〕

全

體
C O

生
產 

■ 

_

灾
''
:

蠶
糸
猜
额
七
：五
萬
八
千

_

:

.

;織
物
汍
；
萬
圓
、

(

書
エ
：品
：
一
 

四
萬
丑

.节
圓
：に
：對
ル
、
；
逢

具

聚

び

篇

器

.製
產
額
食
許
：

1
1
ー
萬
孜
千 

:な
圓
な
る
數
竽
が
：、
：
機
械
器
暮

H
.

業
と
し
て
の
立
：地
條
件
..の
劣
惑
性 

:
へ
を
端
的'に

馨

づ

も

，
い
：
务

-0,
;'
^
^
^

‘，
4
-

九

エ

：場

办

檟

觉

條

件

を

.悪

化

せ

し.む

る

：め.ゼ
：
截

り

ご

次
_に
：
述

べ

' 

:

.4

獨

占

资

本

支

：配

_の
强
化
'と
共
11

彼
等
を
窮
乏
北
(0

遍
栉
^

追
^:
:
. 

/-
:

込
.む
.

Q
.

で
^

名
。

.

:

,

,

'

• 

/

 

' 
,

::
.
/
.:'
:

.
''
. 

;:
'
:
.
:
.
.

(2
)

戰
後
起
游
け
.る
獨
古
與
木
の_

朽
市
場
支
配
、
こ
れ
：が
當
地
：
 

的
興
十
汍
：江
牆
把
釘
し
ぐ
如
何
な
：る
影
響
^

^

じ
?:

か
、
又
市
場
，

1

K*

場
に
紙
^

^

！
^

差
異
ぞ
呼 

.
:.
.
:
_び
起
じ
杧
か
.に
'
つ
：い*

撿
訂
し
'で
み
ょ
ぅ
9

先
丸
市
埸
生
逄
段
喈 

.

の
八
立
場
に
ゆ̂

で
满
察
オ
名
に
、
こ

、
に
於
て
注
目
す
ベ
，̂
;
事 

,
ば
，戦
i

設
0
{3
)

エ
場
を
，除
'
5
て
は
戰
時
中
す
ベ
て
下
i

#>
に 

■

紙
入
ル
ら
-れ
て
い
|:

琪
餿
で
あ
る
。
下

藤

係

，に
於
て
元
方
frt

木 

,

の

®

_

せ

る

所

は

云

ぅ

迄

も

な

く
自
己
の
生
塵
設
赢
爲_

觀
’し
、

危
險
負
檢
を
外
業
部
に
負
わ
谗
て0

己
の
超
過
利
潤
茫
確
保
汶
る 

ノ
の
で
あ
：つ
て
、
ご
の
對
象
と
な.つ

た

の

‘
は
第
二

 

1
2藝

段
喈
は：

あ 

る

懘

業

で

あ

つ

に

。
敗
戰
に
伴
、
&

需
產
業
の
^

^

社
.：

j

へ® :
は 

t
下
請
エ
場
の
解
放
を
窗
し
た
け
れ
ど
も
、
、
前
記
め
襲
泌
#

觀
條
汴 

,

,
 

'戰
後
4>
.
小

ェ

樂

の

赞

潑
.

■

,

.
と
-ィ
ン
フ

レ
ぺ
シ
ョ’
ン_
の
進
行
は
、
獨
立
形
態
の
企
業
の
窮
乏
化
、

.-
'
 

下

請

關

係

の

苒
と

^

つ
て
現
ゎ
れ?-
:

の
で̂

る
0.

,卽
C.

:
獨
立
.
.、 

形
態
を
と
る
企
業
中
歌
後
時
計
製^

を
開
^

し
仁
パ
ぬ)

x

«

の

知

人.  

き
は
金
く
販
賣
先
を
_

持
た
す
：
，製
品
は
全
て
徒
ら
に
ス
ッ

'._

ク
さ

'-
:

:

‘れV
、

遂
に
派
碰
譽
叫
の
灘
造
を
續
な
く
さ
れ
、
ラ
ィ
タ

.
'1
製
躍
づ..._ 

の(

ゎ)H

場(

B
型)

の
如
き
は
最
も
齋
し.く
1
市
場
價
格
の.
；五
：©
¥
: :,

.  

:の
問
屋
波
慣
格
に
於
て
さ
 
>
名
問
屋
4
折
®

つ
か
す
、
販
寳
は 

，極
め
て
不&
で
ぁ
つ
で
、
四
日
現
在
七
炎
の
勞
働
者
は
运
月
韦！
.
，■■

;

ノ
 

入

に

減

少

し

で

將

に

，破

滅

の

寸

敕

に

教

な

.0

.
ひ
か
わ
他
：の
ラ
ィ..タ
：
.： 

丨
製
造i  
一
 H

場
：

g.

開
屋
，'
.
の
T.
請H

場
と
し
て
何
れ
も
お
#

の
利
潤 

を
擧
げ
、C

a
)
H

場
の
，如
き
は
同
期
間
に
勞
働
者
十
七
人
か
ら
ニ 

十
七
人
の
經
營
忆
瘸
張
さ
れ
に̂
と

對

比

す

る

時

、
,間

題

點

は

ょ 

り
明S

と
な
る
。
他
の
ニH

場
も
販K

■
間
は
概
ね
ニ
三
ヶ
月
を 

，要
し
、
囘
轉
率
を
低.下
せ
し
め
て
い'る
。
，y!
J
ち
こ
の
間
に
於
け
る 

ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
進
展
は
稗
生鹿
々」

困
難
な
ら
し
め
、
資
金 

難
は
致
材
難
を
惹
起
し
て
い
るP

從
つ
て
こ
れ
等
四
工
場
は
好
む 

:
_と
.好

ま

ざ

，
る
^-

に
拘
ち
^

、、
資
材
先
方
支
給
の.下
|
财
關
係
に
入
る
.

>  

j

と
を
肖
ら
求
め
ざ
る
を
得
な
い
、狀
況
に
追
い
込
ま
れ
て
居
り
、

-

こ
の
傾
向
は(

A-)

型
'J
:

り(

B

)

型
に
於
て̂

し.

い
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
次
に
託
戈
生
糜
段
階
に
停
滯
し
つ
>あ
る
廢
は
如
何
な 

る
影
響
を
受
け
て

い

ろ
.

ぅ

、か
。

>  j

の
暦
の
特
質
と
し
て
資
本

-
,

.
四
三
‘
 

(

ニ 
七
四)



姚
後
中
小H

業
?
it

渡 

、

の
有
機
的
襁
成
が
低
く
、

ま
た
流
通
期
間
が
，比
較
的
短
；

s

t:
め 

、に
、
總
資
木
间
轉
率
は
他
エ
場
に
此
し
て
比
較
的
良
好
の
如
く
考 

ぇ
ら
れ
る
。
M

に
i

農
村0

好

況

と

徒

弟

制

勝

或

は

，綠

故

關

係
 

の
！̂
働
力
を
利
用
し
て
の
絕
對
的
剩
餘
價
値
收
取
の
强
化
と
和
俟 

っ
て
、
或
程
度
の.
利
，

g
を
擧
げ
て
い
る
。
じ
か
し
こ
れ
も
嚴
密
な
. 

る
意
哝
で
の
利̂

で
は
な
く
、
家
族
努
働
力
の
報
酬
が
過
半
乃
至 

■大
部
分
を
^

め
る
，.も
.の
：と
想
像
:§
'

れ
る
が
；、.
±
場
主
^

身
€>
家
計
パ 

調
赉
を
行
い
得
な
か
っt:
關
係
上
こ
の
點
は
明
確
で‘な
い
0

と
は 

云
へ
利
潤
が
尊
ら
經
營
寧M
身
の
沿
费
面
に
向
け
ら
れ
て
い
る
笋 

は
、
こ
れ
ら0

、

諸
企
業
に
於
て
新
機«

の
绰
入
，は
全
く
兄
ら
れ 

ず
、
叉
股
衬
料
も■過
去
Q

X
:>
:
ッ
ク
-0

哈
い
込
み
或
は
先
方
支
給, 

(

こ
れ
は
紐
材
料
の
缺
乏
と
共
に
そ
の
領
域
を
■

大
し
っ
、
あ 

る)

で
あ
っ
て
"

股
材
料
に
ょ
る
蓄
檢
す
ら
行
れ
れ
て
い
な
い
事
，
 

V
,に

依

っ
-T
A

明
か
で
あ
名
9

然
も(

.か
>
エ

場

佐

於

け

る

如

く

、
，
利

.
..
;
.
- 

益

の

；
1
部

は

辕

屋.の
：新

築

匕
_充

當

せ̂;
^'
;

で

ぐ 

.
投

：ぜ&

办

て
.^

な

；5
々

で

敷

。
.：#

1-

乍

ふ

圾^:
の
：
霧

實

は
 

.
經

營

の_場

合

负

ボ

々
^
;
.
;同

じ

ぐ

註

文

生

糜

段

隊

と

；
は

苯

ぇ

專

_
.
へ 

的
下
請
工
場
に
:.
^

っ
，て
.ほ
全
<;
;

狀
況
が
遷
る
；:'
.
°
ご
れ
擊
_
過
带
敷
い 

.は
：單

に

自

已

勞

賃

を

得

る

，
に

過

ぎ

ぬ

事

1:

上
0

贊
銀
勞
働
者
飪
る.：
: 

'
に
過
ぎ
な
い
0
:-
,
-ぞ

の.一

倒
を
擧
げ
れ
ば
次.の
通
反
で
.，

e

る
。
；
.
；
.
',
'
:
.
.

.

.

:
(

つ)
H

場
？
：'資
本
金
六
，萬
圓(

ご

十一

年
九
月
現
在
時
價
評
閬

)
：

'

.

-

、
 

四
四
，(

ニ
七
五〕

,

H
fl

三
名
、
家
族
_

.a
l

名
、

一
ヶ
年
生
產
額
七
萬
ニ
千 

圓
、
利
益
！

一

萬
5

ハ
沿
_

、
W

收

下

六

行

八

捡

圓
;

,
以
上
の
數
字
に
よ
、つ
て
も
明
穴
な
如
く
、
孰

〖

練
エ
?:

る
經
營
者
0 

,收
人
は
將
に
そ
の
勞
銀
ー
て.ぁ
' り
、
，.，，し
^
'
'
も 
一〕

CD

中
..に
：.は
税
翁
及
び
へ. 

0

却

費

が

ぶ

く

.ま

れ

て

い

る

か

ら

、

」

.M:
rf

，
の

收

益

ば
-^

圓

嗤

度

に.
 

兔

ぎ

な̂

、
ゲ

の

事

は

案

細

下

請

^

場
^

對

す

名

冗

方
^

本

の

强

：： 

‘
火
な
壓
力
と
、
そ.れ

に

よ

る

.不

等

慣

交

換

の

へ

現

實

'を

：嚴

す

指

檩

と

'
;
::'
;
' 

な
る
名

の
.
.と

ぇ

よ

、フ
。
Mi

に
そ
作
は
前̂

.せ
る
*

ホ

の

生

產

過. 

程
か
ら
め
逸
脫
、''
.馨
费
激
面
_

〈

:0

逃
.避

及

ぴ

客)

0
ィ)

型

の

.
苒

下, ' 

M

に
よ
る
寄
生
化0
:事
實
ゼ
銳
く
對
此
；せ

ら:^
べ
；き
.も
_の
_で
.ぁ

つ
一
 

て
、
獨
占
段
階
に
於
て
生
產
カ
の.極
..め
7'

ー
修0
矮
小
資
本
0

た
ど
っ 

.
?>
•
'
.ベ'
_き
推
^'
©;
'

方

向

を

示

す

：も

.CD

.
, 

p.

ぁ

る

。
：'.
•
.
、
、

以
上
各
經
營
の
發
展
段
階
を
指
標
と1,
、ぺ||̂.
に
於
げ
る
生
產_

«
係
と
ル
相
互
親
定
的
醫.
9
^
に
淹
の.
推
轉
の
：方
向
に
觸
れ
；て
パ 

來

た

方

、
、
こ

.
れ
:!
:
耍

ォ

る.吃.
戰

後o
當

观

チ

九

エ

場

ほ
! :
つ
の.. 

:.
階

曆.
に
分
化
_
レ

守

、̂
る
：
こ
.
ど

、
ハ
更
に

..I:.

般_

飯

；
£
;
生

產

ヵ

し

か

.

.
.

■.示
さ

ね

：
當

地

方

： g

場

：
で

は

、
'そ

の

段

階'
_差
-
,の
：如

何

に
..彻
:̂
;

中

爾
' 

,
次

註

次

迚

產
:©
:分

野
^:

搬

大

し.
'
?->
'
-ぁ

-$
:
:
:

」

.と

を.衆
_じ
ー
て
：
ぃ

な
。
-
.

K
文

生

產
.
の

顧

大

，：
は

.
旣«
の
如
く
本
來
的
に
は
資
本
制
的
發
展-i
' 
.

''
;
缺
將
.に
逆
行
ず
べ
；
_

名
0'

で
；.ぁ
.：る
に
掏
ら
史
、^;
在

こ

の

；
傾

向

.が
-,

.
見
ち
れ
‘
の

は

之

ば

次

の

理

由

に

基

く

^

事

ん

沿

枥

對

的

ビ

薷

耍

.

の

ニ

般

因

の

巾

殊

.に
(2
)

は

遨

礎

生

產

財

部

門

の

：
生

產

不

振

.
に
祓
る
ぺ 

.原
料
市
場
_の
，
狹̂

^

也
«

に
、ン
原
料
の
：ス
：';1
'
ッ
ク
を
木
可
能
な
ら
ノ
：
 

し
め
摘
太
興
生
遼
を
拒
咨
す
厶
も
のでt

o

 
.
確
か
.に
^
'
ン
.ラ
'
レ
.:
,
-7- 

1

シ
ョ
ン
^

進
抒
ほ
後
述
1:

る
如
く
賃
銀
の
實
質
的
切
下
紀
可
能.'

.

. 

な
ら
し
め
る
と
：同
時
に
、
.
'
'他
方
に
於
て
.獨
立
形
態
の
市
場
性
產
闯

)

d . 

H

場
に
#

&

に
.示
在
れ
る
如
き
生
產
物0
價

値

實

現

：
の
，遲

延

は

生

、
. 

產
資
本
の
短
期
胸
收
を
不
可
能
な
ら
し_

る
。
：
從
ケ
て_各
中
小
企
：

: 

業
は
2

れ
：が
_好
_

0:

亡
.め
.に
^

自
ら
進
^

で
流
通
過
稱
の
主
導
權'
';'
-
:
. 

を
1兀
汸
エ
場
..に
；讓
つ
て
獨
占
資
本
ど
勞
働
奢
と
の'仲
介
入
と
化
し；
, 

去
ゎ
}

或
は
規
模
を
縮
小
し
て
，

(〔

g〕

四
：月
か
b
.六
.月
.の
.間
に
勞
働
人'
.
V 

M

の
咐
圳
せ
る
も
の
：四
エ̂
、
減
少
也
るも

の.
ナ
3:
^)

、
近
在
市
場
を
對. 

象
と
.ず
^

»
文
生
逮
的
段
階
へ.と
立
戾
ら
ざ
る
を
得
な5
_の
.
で
.あ

' 

る
0
し
：が̂

そ

の

近

往

藍』

:(
;
)猶
述
せ
る
洳
..き
交
通
矛
便
、(2
)

次
. 

.節
に
觸
れ
石
力
如5
農
村
苽
場
そ
0

も
：の
：く-
騰
實
カ
0

狹
隙
性
と 

.
に
.ょ
奴
f

i

r
 

. 

J

の
.方
：面
'
で
0
:蓄
»

の
.條
#.
_

極
め
.
.て
.
.制
約
さ
れ
_.

;

を
0
從
'0
:で
：比
較
的
餘
裕_の
^

:̂

玉
靡
部
分
办
泰_

に
：.ぁ

づ

：
：
て

は
、
::
;
:
_ 

資
木
を
生
鹿
過
保
か
ら
脫
落
せ
し
め
て
家
屋
を
新
築
し
、
或
は

(

へ)

,

職
f

中
小H

業
の
赞
葸 

. 

„ ,

場

：化
&
.み
：で
名
り
〒.し
：.が
ポ
原
材
料
;0

史
給
0'
.確

保
:̂
れ

る

薄

屬
 

.下

請
9

場

べ
0

芨
响
竭
み
と̂

り
フ
獨
杏
裹
本
の
卞
請
再
編
成
の
：

;
:̂

;

に
紙
み_
入

れ

ら

れ

名
.0

;
で
ぁ.
る
0
;

さ
の
支
酷̂

內

容

に

つ

^

’
て 

\.

は
後
章
节
述
べ'
る
事
：に.
レ.
て
4
 f

.

々

ぼ

次

：
に

第

r
1

の
視
角
た
：る
在 

產
手
段
及
び
勞
働
ヵ
購
入0

問
題.

に
移
，る.

事
に
ず
#

ド

、
：

:

V (

1.
';

服
寶
市
場
太
し
て
の
：農
村
：の
廣
態

_
は
靈
耍
な
：る
：に
も
拘
ら
ず
、

,

■
我
；

T

の
資
料
不
见
か
..ら
極..め'て
簡
単
忆
レ
か
：解
れ
報

.
な
か
つ
：た0
從 

-:
■

'
つ.
て
次
節
に
於
.
て.
主
が
る
勞
働
力
滕
人
：市
場
と
し
て

.
の
：
農
村
を
分
.
析

'

^

•:

2»..
際

：
に
、

,

之
；
^

〕

.#

ぜ
論
ず.

る-

と.

と.'

に
ず
る。...：.：:

'
.
く

-

■第

一

琢

へ

購

入

帘

場

丨

生

產

手

段

及

ぴ

へ

；，
(」
_

し
'
'

.:.
 

.

」

勞
働
办
購
入
の

-
間.題

一
:—

：

-

へ 

:;
;
:

元
來《

資
本
顧
生
塵
の
響
展
は
原
料
供
歡
の
廣
全
と
規
泥
上
迅 

'.

哗
と
を
促
麗
ぜ-1
>

馬
.

：原
材
料
；の
：

.

ス.

ト
;'
:

^

タ
;'

4:
逆
此
例
的_

に
減.

少
：
 

甘
し_

む._

る」

\:.(

_

マ',
ル
ク
ス
，

「

赍
氺«

.

第
，一'一
卷
邦
譯

.

一.
■-
一o-

员)

■■
&

©
 

,で̂

る
-:

0:-
:.

し
か
：；じ
乍
ら
戰
筆
に
依
る
施
設
の
：喪
失
^
老
朽
化
は
社 

#

的
簽
儆.

の_.

生«

カ
：を
低
？

-

せ

-1
>

^

'>
:.
更
ヒ
戰
後
ィ
ン

..
一
フ
レ
ト
シ
.一
 

ョ
ン
の
昂
進
は
多
置
の
股
材
、料
の

_

按
庫
を
餘
儀
な
く
せ
し
め
た
0-'

,

:

• 

• . 

.  

£

7LC.

ニ 
七
六〕

が
供
給
を
超
過
し'て
も
る
事
，g

ィ
：.ン
フ
レ
！
シ'-
:
ョ
ン
0

進

屎

に
'

01

場
0

如
く
喫
茶
店
の
通
あ
で
特
？

に
至
：る
：

0
_
で
：為
り
、
規
模 

伴
.

5

洛
企
業
の
貨
幣
資
本
が
相
對
的
：に
減
少
し
で
い
る
事
、
CD
■ニ

:

が
：そ
れ
程
大.で
な
く
^
も
#

卬
請
に
^

や
て
_寄

坐

；化

す

、
る
事
實
も

 ヾ

原
因
が
こ
れ
で'あ
一
つ
一
し
、

_
吏
'に
，
そ

'れ

は

先

に

^

呢
し
た
ょ
ぅ
に」

.

.

.こ

れ

把

ょ

つ

：
：
て
，
现

解

出

來

：
る

0
ビ
し
か
.し
3

れ
等
钇
な
し
得
艽.
5木 

般
的
に：

俄
位
な
生
產
カ
.が
基
盤
を
な
し
て
い
る
と

い
え
ょ
5

。，.

先r
:

ぃ
部
分
の
土
場
め
她
抵
途̂

-

修
现
專
業
者
以
外
は
何
れ
も5

|
エ



-

戰
後
中
小
エ
業
の
赏
蕺' 

,
 

卽
ち
資
木
を
こ
の
面
に
ょ
り
多^:
に
0

窀
せ
U

め
ね
ば
な
ら
ぬ
。 

し
か
.も
他
方
原
材
料
は
偏
在
化
し
價
格
は
騰
礙
し
て
現
金
取
引
と 

な
る
P

從
9

て
資
木
の
貧
弱
な1

つ
ま
?:

金
^

^

ょ
办
融
資
を
. 

受
け
る
辨
の
非
常
に
，困
難
な
中
小
企
業
に
あ
つ
て
は
之
等
の
趨
勢 

‘
に
追
い
つ
き
得
ぬ
。
し
か
も
當
地
區
の
各
工
場
に
つ
い
T

rl

ル
る
に
-"
> 

銀
行
办
の
他
の
金
融i

か
ら
借
入
れ
で
い
る
も
の
は
僅
か
に
四 

工
場
に
過
ぎ
す
、‘他
の
十
芄
，工
場
は
支̂

⑶
カ
を
持
ち
な
が
ら 

も
、
借
入
を
行
つ
て
以
な
い
。
而
し
て
丨
そ
の
借
人
金
ぢ
推
定
支
拂 

能
力
西
彐
十
离
闾
に
靜
し
て‘、
七
十
萬
圓
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
等 

の
淳
は
一
面
經
營
者0,
か

、
^

商
に
於
け
る
未
經
驗
を
物
語
る
と 

同
時
に
、
中
小
疮
業
振
興
を
叫
び
、
も
の
向
上
育
成
を
圖
つ
_て
い 

る
と
稱
す
る
政
府
の
政
策
そ
の
も
の
が
、
何
れ
も
金
融
浚
本
救
濟 

に
終
つ
て
巾
ル
企#
へ
の
锻
大
の
問
題̂
^
る
»

#

_
に

於

て
%̂'
效 

來

を
.求

し
.7
:

い
.な

.
，

S
.

こ

、
と.を

示

し

て.ゐ

る<°
|
:0

.
か

表

增

划

所

得

税

. 

を
筆
頭
に
踪
合
所
得
、
分
類
所
得
税
等
の
諸
税
は
、
中
小
企
業
の 

泛
し
い
運
轉
資
命：

CO

殆
ん
ど
全
額
を
微
败
せ
ん
と
す
る
狀
態

p

あ 

冬
？
か
ぐ
の
如
义
逼
逍
甘
右
資
金
ゼ
心
ヵ
幾
何
の
資
村
の
縦
ス
が 

可
，
能

で

あ

ろ
•っ
か
。
し
か
も
亂
給
海
原
钟.卿
は
纖
か
に
.所
要
量
.；の 

_
.
T
:割
,
.
.そ
也
も
終
戰
後
ー-1
:

姻
め
特
辣
物
件
撕̂

げ

に

球

各

も

：
の

亦 

あ
づ
透
次
で
い
後
は

そ

の

配

給

觅

込

す

连

截

な
5

フ
獨
占
赞 

本
‘
.と
結
び
或
は
官
僚
と
通
じ
な
け
作
ば.配

給

の

，
受

け

ら

れ

ぬ

^

は

-  

'  

四
六
'

.

(

ニ
七
七

)

,

最
早
^

然
の
秘
密
で
ぁ
る
。
か

、
る
狀
態
は
必
然
的
に
手
持
資
材 

eo

窮
迪
を
も
.た
ち
す
0
_
:卽
ち
十
九
エ
場.の

主

原

料

平

均

^

持

高

は

. 

.

し
二
，
V
H
か
月
で
、
そ
の
中
三
ケ;-
]
未
滿
の
も
の
は
七
ニ
エ
場
を
占 

〜

切
て
い
る
。
更.に
副
股
料
は
平
均
ニ
ヶH

で
三
ケ
片
未
滿
のも
の 

,

は
十
四
工
場
と
な
つ
てい
る
o

之
を
獨
立
形
態
の
工
場
の
販
賣
期 

間
が
平
均一

1

三
ヶ
月
と
な
つ
て
か
：る
，
現
樣
ょ
浪
見
れ
ば
、
へ
之
等
原
:.
.
. 

t

材
料
の
減
少
'及
び
購
入
資
金
の
不.足
€

企
隹
0:
.再
也
產
.，を
不
可 

;

能
な
ら
し
め
る 
>〕

と
は
明
.お
.其
あ
る
-0
*>
'

オ
て
鮮
述
せ̂

如
く
業
'

.

者
は
資
材Q
支
，給
の
み
壹
_

當
に
如_
何
取
る
條
件
_
で
：も
下
請
へ

：

と 

.

移
疗
せ
ぎ
る
を
得
な
く̂
:

^て〗

い
る
::
0
卽
^

資
射
'办
：絕
對
康
の
乏〕

,

し
い
巢li

も
ま
んて ..

そ
の
偏
在
化
が
間
，題
な
(O
',
で
⑷
b
、
そ
の
配
：'
 

.

§

法
に
關
し
て
官
僚
及
び
あ
取
と
結
水
許

<,
獨
由
ぜ
本
の
み
が 

そ
，の
支
配
權
を
捏
づ
て
い
る
卵
に
中

.
小
^
業
全
蹄
の
：危
機
が
.
ぁ
：る.

,

,
と
考
え
ら
れ
'る
。

V
 

'
> 

■ 

'

-

'

,

し
か
し
乍
ら
不
等
價
交
換‘に
某
く
商
業
利
澗
打
出
ル
.の
忭
格
を
N
 

冇

ん

、
、
，
且

つ

-小
ブ
ル
凜
識
の
濃
厚'な
、
ゎ

；
が

國

の

«

>i
>
;
H業

の

#

く,'
■

.

は
、
：

(
：：
：官

僚

統

觀

に

.向

づ̂
.
.直

接

對

抗̂
る
'*

な

：し..授

一

泠

の：

: 

ぁ

暫

；
に

谪

沛

請

或

.は

自

已

》

朦

姚

赞

働

ガ
-̂

轉
嫁
す
％
-.
0

當
地
'-
;:
:
. 

t

.
方
各
^

歡
克
.そ
砂
«

に
.独

れ

每
^

の̂

:ぁ

づ̂
:-

>
.
_

て
.

^

i
;l
>

l:
も
如
く
ガ
低
賃
警
こ 

> 
に
；
必

然

的

婴

請

>

が

％〉

、

?
.
然
：も
之
を
許̂
て
ぃ..る
も
の
：

「

は
、
'ひ
と
ぇ_
に.
半

封

建

的

土

地

所

，
¥

、

.

に
基
く
勞
働
者
の
半
ブ
ロ
レ
タ

-
リ
，
ヤ

的

性

格

と

、

經

營

_

と

め

個 

人
的
綠
敗
關
係
に
鉴
ぐ
彼
等
の
意
識
の

g

# ;
性
に
ぁ
る
。
觅
に
ィ

」 

:,x

フ
，
レ
：1
グ

ョ
ン
は
勞
賃
の-戟
質
的
切
下
と
し
て
現’：0
れ
る
0
、
而 

: .
し
汶-
ソ
每
の;®
作

に

戡

く

絕

對

的

剩

餘

，
傲

値

の

.
形
減
‘は
中
小
經
锊 

、一
考
の
利
潤
の
：唯

：

1'..CD
漉
泉
と^
る.
0
岁
杰
洛
。
._
'我
為
織
：> 
bで
：以 

:
Q̂:
事
を
主.
眼
'

^
併̂
せ
て
販
寶
市
場
.
と_

て..g

農
：#
fc
極
免
簡 

ン
舉
に
觸
れ
つ
：

-
>
べ
^
!

-«
村
丨
卞
！

心
之
し
，茨
城
縣
眞 

へ
ー
蟹
郡
に
づ

‘い
：
て

—

(0.
奋_

來

論

：を

進

め

；

こ

と

'に
中̂:
。
，.:
:-;
: 
V
、
：

‘昭
和r

 J
..

十
，：一:
:年
四
：月.
.
マ
日.

の
叢

人

は

調

茶
に
1

れ

ば

、
ー

馨
 

,
U

本

養

ば

；1'«
に
：次
：

Q

如

き

諸

傾

向

が

奪

作̂

か
、
丁
妻
町 

煳
邊
堤
區
も
艾-
5-
'

傾
^

^

故
1'
.も
&
免
は
な
3

。
_
.
を

の

傾

咏

匕

⑴
，
農
^
暦

の

分

化
：

, '.

,

\

中

小

農/if
の

分#

と霉細農
の増加.
に

 

ゎ
？
|

農
家
.の
增
加
と
兼
業
農
家
の
減
少•
’ 

.

.

.
、

丨
⑶

農
家
經
濟
の
}
應
の
向
上

 

.
：

.

S
;

商
品.

$

傾
向
の
農
村
へ
，
.

の
滲
透
：

：，

' 

1

;•
’
/

S

濟

布

姻

過

剩

人

ロ

の

增

大'

'
、，

-
,

■

か〜

る
傾
向
を
生
ぜ
小
め
た
ぼ
囚
は
先
中
笫
ー
に
氣
&
が
農
業 

I

織
牲
ロ
し
て
遂
行
さ
れ
た
梁
に
あ
リ
、
次
い
で
敗
戰
に
伴
、
c

m
 

本
資
本
中
：義
の
危
機
に
あ
る
。
卽
ち
戰
爭
に
ょ
る
强
制
的
な
軍
及 

.

.
戰
後
中
小
カ
業
の
赏
篾.

、

'

び
微
用
へ
の
動
员
は
深
刻
な
|
|
業
勞
働
カ
の
不
足
を
齎
ら
し
た

'0「

' 

そ
の
結
艰
中
農®

は
經
營
酣
秸
を
縮
小
し
て1
一
部
を
小
作
地
化.す
.へ
 

.
,
:
'
'
る
^

乃
至
は
土
地
を
手
離
さ\:
'
-る
.を
得
な
.かQ
-I
:

。
51
に
^

*

^

—

生g

乎
段
の
、荒
癡
乃
至
缺
乏
ばi

的
‘に
掠
奪
農
:a

め
功
向
を
味
.

'

ら
し
め
生1

ガ
ば
.
1
.磁

に

遭

.0
?:

。

そ

の

上

戰

维

歧

靡

展

：
に

伴 

,

う
食
糧
不
足
.ほ
：傑
刻
化
レ
T-

飯
來
農
家
‘が
徽
增
し
t:
Q

然
夺
に
敗 

,

戰
に
伴
う
軍
役
か.ら
の
復
ft

と
工
業
生
產
'

:
&

崩

壊

と

に

，
ょ
：

0
ぞ
.：ぐ
ヽ'
 

農
村
！：

i

勞
働
力
が
急
激
に̂

g

し
大
fT

の
.藤
拒
的
^

剩
人
口
：ボ
形
ン

. 

\

成
さ
れ
|:

。
そ
の
結
艰
食
獨
不
足
，と
相
俟
つ
て
、
.累
細
な
研
聩
を
へ 

耕
作
す
る
農
家
が
增
加
，し'|
:

。

I

方
加
速
度
的
.に

‘進

展

し

つ 

る
ィ
ン
フ
レ
！

シ
ョ
ン•
と
深
刻
な
食
糧
危
機
と
は
、
農
家
の
貨
幣 

收
入
を
增
加
し
て"

そ
の
家
訐
を
相
對
的
.に
一
膨
向
，上
せ
し
め
た 

;
.
,
.
.
'

が
、，：農
產
物|1
-
格
.ど
.エ
業
製
品
價
格̂
'の
'
'ソ
^
1
1
レ
く
へ
欽
狀
-v
-
-
e
'

.

，.
は次
第
に
，增
大
し
、
エ
業
生
淹
の
不
振
と
^
^
つ
亡
生
產
手
段
の 

,
,M
新
、，
增

天

を

困

難

に

し

ハ
生
淹
カ
の
增
大
は
依
然
と
し
て
驵
止 

、
さ
れ
て
‘
い
る
。
以
上
の
如
き
傾
向
は
決
し
て
戰
爭
遂
行
及
び
敗
，靡 

に
伴
う
.

一

時
的
特
，殊
的
事f

過
ぎ
ぬ
も
の
で
は
な
く
、H
本
赞 

•
木

主

義

の

樺

造

，的

特

，異

性

の

I

表
現
で
ぁ
り
、
そ
し
て
日
木
資
本 

.

广
主
義
の̂

造
的
危
機
そ
办
も
の
、
規
む
れ.に
外
な
ら
ぬ
-こ
と
は
言 

,

う
ま
^

も

な

い
,°
, 

! 

! 

-'\

’
以
上
^

こ
と
は
消
錄
市
場
或
は
.勞
働
市
場
と
し
て
の
我
國
の
農

, 

-

丨
.
■
四

七

(

二
七
八)



笫 七 表 .'
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戶 J ：

i~i r 1■■靥廣■麵1丨1丨 _ui ■■■ m  n_i

， 作 雨 横 :
平 均 人 U

一 片 岱 爾  

刺 : 地 赞 狱 1

1 町 来 滿 4 4 .7 ^
入 ' : ■ も

1 〜 3  , ぎ : 54.4 74.1 ^ 7.5 1 G . C

村

を

分

祈

す

，
る

場

合

设

要

，な

條

件

な

め

'
で
あ
る
が
、
今
度
は
；ト_
 

,

. 

祂

區

中

小
.X

業
に
^

す
る
it

接
的
與
體
的
市
場
と
し
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農
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縣
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狹
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縣
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；
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兩
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.
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％
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な
多
、
零
細
農
に
於
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兼
業
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占
む
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v m  1 職
後
中
小

H

業
のit
態
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四

八

.

(

二
七
九)

る
割
合
が
大
で
ぁ
り
、
小
農
の
大
部
分
は
專
業
と
な
つ
て
い
る
。 

而
し
て
零
細
農.

Q

兼
業
農
家
數
は
全
兼
業
農
家
數
の
六
三

• 

}
;
;
% 

'

を
占
め
て
い
る
。
こ
の
事
は
同
時
に
#
業
者
數
に
於
て
も
現
わ
れ 

零
細
農
兼
業
者
は
仝
體CD
六

丸
.
九
^

、
第
一一

種
#

菜
者
數
に
於 

て
は
七
六
•

四
^
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占
め
丁
い
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に
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細
農
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口
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七
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抽
七
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中
宵
働
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ロ
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1
:
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:

人
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.ぁ
.る
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の
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中

咢 

;
九
7\「

1
入

(
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:
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が

肩

家

蒙
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の

廉
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形
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働
ヵ
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販
賣
屮
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ぃ
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。

j

方

：r
IH
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を
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は
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對
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U
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過
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潜

漱

的

過_
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適
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勞

働

ヵ
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.放
出
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夾
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敗
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に
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ぅ
日
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エ' 

業
生
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崩
壞
と
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雄
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.
'る免
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事

情

に.基

く

も
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：
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名
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；
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放
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；つ
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5
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乍
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細
農
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於
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;働
人
ロ
め
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分

ゅr

が
势
働
力
の
販
賣
を
行.つ
.で
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：：勞
働
力
の
過 

剩

：
が
：
顯

在

化

1>
.て
、い
.る
事
を
示
し
"て
.い
る
0 

.こ
れ
に
反
し
て
、'小
' 

農
に
於
.て
は
零
細
農
化
比
較
し
て
勞
働
力
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販
賣
す
る
も
の
、
占

.
め
る
比
率
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.
：

S
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こ
の
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零
細
農
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農
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.比

し

.て
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ぐ
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.
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^
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勞

働
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村
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占
む
る
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ぁ
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し
ば
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れ
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勞

働
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滿
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；
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農
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營
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於
て
燃.織

.さ
：.
池

4

,
 

事
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岑
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；
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金
業
が
絕
對
的
剩
餘
價
値
收
取
を
そ
の
重
展
な
る
存
立
袈
盤
と
し 

、

て
い
る
事
に̂

き
れ
る
U
日
^

;

本

、
王

義

の

總

機

權

的

な

，
姿

で
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、
る
。
勿
論
先
に
も
述
べ?:
如
く
、
夫
々
の
中，
小
企
業
が
企
業
系
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に
於
て
占
め
な
地
位
乃
至
形
態
姒
、
そ
の
經
營
自
體
に
於
け
る
生 

產
ヵ
の
發
展
に
應
じ
て
異
つ1

い
，
る

,
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か
く
の
如
き
企
業
系
列"Q

中
に
あ
勺
て
、
獨
占
氙
木
の
超
過
利 

潤
確
保
に
ょ
、り
平
均
利®
率
の
形
成
を
さ
：ま
た
げ
ら
れ
て
-い
石
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小
企
業
は
丨
、
何
等
か
の
形
に
於
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剩
餘
惯
値
贽
の
增
大
を
圖
ら
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比
な
ら
な
い
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資
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制
的
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f e

艰
は
@

淀
贫
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値
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つ
れ
て
、
資
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囘
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猶
ら
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I
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れ
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來
る
。
市
場
生
產
段
階
の
獨
立 

坐
產
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經
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ビ
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い
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反
し
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潤
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な
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縮
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縮
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潤
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篇
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.
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：
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^
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襯
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應
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獨
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す
る•

を
期
す
る
'
と
'北
ハ
に
、
前
出1

及
び
6

の
ニ
つ
の 
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命
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：：拟*
多
^
^
^
^
^
^
^
B

:型 

a.
'c
よI)':

x
®
i
i

過
ぎ
な
v>
0
前
#
は
中
エ
場0:
部

類

.に

屬

す

る 

_
土
©
で
い
あ
ぢ
穩
の
猶
泣
的
激
展
胜
觀
生
產
ヵ
：の
展
调

'1
|
康

.

の
.雪

お

撕

も

 
>
.处«
^

.
に
：龙
ャ
*
.
も
規
«

大
で
.あ
各
。
：
 

ぶ
>
.

A

に
：あ

..
0
右

は

優

法

則

ぼ

あ
.る
程
度
貧
徹
さ̂

て
..居
り
：、：
單 

W

CD

决
定X

2

於
ず
も
か
な
炎
公
正
な
決
定
が
対
ゎ
れ
で
.
0
る
も
の 

，
と

考

え

ら

れ

る

9
.

.

.

(

よ
：

〉

エ
場
ば
製
品0

特
f

a

性
質
上
.、
元
方
資 

〈

本
呢
對
^-
-

$
依
.

^

:必
.耍
；と
.难

ぎ

：
る

も

の

：：
で

あ

右

。
；

，

.(：：>
/

 

.

.
し(

貧)

殘
餘Q

:

七

舊

中

、

(

ろ
：

)

■
1:
:場
ば
使
用
跟
材
料€>,1

部 

.

•̂
を..
元.
方
資
本
；
-
に.
依
存
す_
各
'
に

過

^

な
S.
CD
で
あ
：る.

が
.、
,>  ,
}
_
れ

も

.
、 

,
當
她
方.
に#
て
は
比
鉸
购
優
良
本
規
模
ぎ
前
紙
ぜ
名
，
：

(

'い
：

)

'エ
場
， 

,
に.
次.
い

：
で
，
い

る

：
。

.
谛
し
す
他
の
'六
工
場
は
原
靴
を
会
扣
元
方
罾
ネ 

に.
'依
存
し
て
：い
夺
も©.
で
板
る0;:
か
く.
^

—

よ
：̂

具
體
的
仁
は
生
谨
ヵ
め
あ
る
程
度
の
爾
開
玄
示
承
エ
場
丨
丨 

.
は
：
.1

兀

方

賺

：に

(

對
す
右
依
存
度
鮮
比
較
的
小
で
：あ
つ
次
、
へ
原
材
料
ノ 

:

の.
入.
年

な

.る
現
狀
に
於
て
も
獨
立
:̂
を
相
當
確̂

|1
>
;
#
^
い
'
 

ネ.
が
、
へ
：iM-
.̂

當
地+
洛

.T
請H

*

は
.戰
後
め̂

■

慨

称

卿

.の
X
.手
難
把
依
卩
て
厳
動
給
を
受
が
ぎ
：.る
を
得
な
ぐ
な 

.一
次
，*

質
的
-

*̂:

加B

を
行
、‘っ'

_

ぎ
な
い
。

(

3

)

技
術
指
導
を
受
け
て'い ''

る
も
の
は(

つ)

エ
場
で
あ
つ

a

(

ニ
八
四)

-



.

丨
戰
後
中
小
エ
荣
の
赏
韪•
. 

'

--.
i
 . . 
:
 
\
 
/
 
/I/.
 
; ..... 

. 
V . 
.. -.'J
 
. 
.-•« 

...

て
、

.當
她
方
冲
敢
も
規
模
小
な
^

矮

小

資

木

で

修

滞

的

性

格

ヒ

有

,

, 

す—

る
も
の
で
あ
，ル
、
元
方
资
本
の
売
全
な
る
支

®

に
あ
つ
て
，獨
立 

性
を
保
も
得.
ぬ
事
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
技
術
指
^
^

必
見
と 

す
る
程
の
劣
惡

H

場
.
で
あ

.
る

5

と
.
も
又
考
え
，ね
ば
，な
を
ぬ

o

' :
:

, 

.

.
S

 )

，.

：.
資
金
：の»

に
於
て
元.方
資
本<
に
依
存
し'
ャ

S

る
の
は
商，

、

.

.

. 

翁

資

本

の

，下

請

で

あ

る

所

の

(

に)

> 

工

場

の

か

にl h

ま
つ
で
い
る 

リ̂

こ
の
工
場
，

9

资
本
は
，そ

の1

3'
が

元

方

資

本

の

出

資

に

甚へ
 

•

く
も
の
で
あ
る
。

.

勿
論
こ
の©

項
闫
は
業
者
が
特
別
に
言
い
裤
る
，

〕 

事
柄
で
あ
つ
て
、

こ
の
⑩
双
の
み
に

■
'

る
事
は
臀
戒
を
要
す
，る

事

: 

^

で
あ
る0 

’ 

.

(

5
 )

九

エ

場

，中

七
3 :

場
は
：下
請
生
產
以
外
に
他

.の
9 :

事

を

兼
'
"
:
,へ：
 

:::

營

も
.て
，い
：：

.る
; 0

,

#

^

.
せ
ぎ
る
も.
の
綠
原
料
の
外
に.技

衡

指
^

^

で 

.
'資
金
の̂

"

に
於

;7
;
.
1兀
方
資
本'.に
依
存
す
る
エ
場
、
/
郎

ち

元

方

资

木

ノ 

.

に
對
す
る
依
帝
度
の
强

-
い
も
の
で
，あ
る
。
他

の

業

務
を

兼
營

す
る

一 

..工
場
が
大
部
分
を^

む

る

潔

元

方

资

木

の

不

等

價

兗

換

の

强

制

.

, 

に
依
づ
；で
ぃ
經
禮
を
維
持
し

「

7

4

い
か
、.

あ
る
い
は
下
請
生
廢

Q

 

'

'

み
を
以
て
し
，て
_.

は
機
械
設
铧̂

稼
働
率
小
な
る
现
由
，

(

<
|
型

エ

場
：

::
',

に
：於.

て
奢̂

か
>
-

^

依
，る
も
の

...
で
あ
ろ
：、ス0-
併
レ̂

ら
、
ノ
ぞ
，
e.

ら

：

の
：.大
部
分
；

<

七

江

場
:£

ハ

土

學

は.集

機
*

の
製
造̂

至
修
理.
と

'.

パ
ぃ.

、退

在

：の
農
村
市
場
.
對

象
と
ぜ
名
.膨

急

的

み

淡

動

的

な

性

格
‘

.

.
^

^
;°
に
：兔'ぎ
な
ぃ.
の
：で
あ.る.
'.?.
又
他
業
務̂

翁
營
-̂

る
^-
^
場.
■:

■ 

,

.

-

五

四

丨C

 

ニ
八
五)

中
1
型
に
愿
す
る
®

エ
場
は
製
造
業̂

を
»
,
む
が
、
、

,
B 

0
1

,に
屬
す 

名11 
一
'X

場
は
身
共
の
，修
^

を
行
ぅ
に
圯
つ
で>
5
て
、
規
模
の̂

小 

ム
^

辟
^

^
6;
>
發
展
性
を
^

^

.せ
る〉」

と
.-を
.物
語
、̂
て
-ゐ 
'る
:0

ゝ」，.丨
.
- 

(

6

)

A

裂

に

屬

す

る

工

場

の

一

兀

古

資

本

^

^

較

的

大

規

模

な
 

、
糞

H

場

次

含
•
が
、B

g
f
i

に
屬
す
る
エ
場
は
規
模.
‘の
あ
ま
ヵ
大; 

,

%

ら
％

名
エ
，場
の
下
請.或
は
»

下
請
を
な
.す
に
過
ぎ
な
5

9
害

 

A

型

に
馬
す
石
工
場
中(

s
.
t (

ほ.)

の
エ
エ
場
ば
、.ム
兀方
資
本
が 

Ji

:
ハ
に
ニ
工
場
で̂

り
、(

へ)

エ

場

：は

允

方

資

本

は

現

在

一

エ
».
'
で
. 

あ
る
が
、當
方
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィブ
に
ょ
り
自

由

；
に

元

方

資

木

ょ
：. 

り
離
脫
す
る
こ
と.が
出
來
、

事
蹵
上
は
，不
定
に
近
く
：、

殘

ぶ
 

广

ろ)

エ
場
は
元
方
*

^

一

 

.，
エ

場

で^-
る
名
、
允
方
資
本
に
對
し
で
。
 

は

原

料€)
.點

：：
で
.若

干

依

准

す

る

；
に

.過
；
ぎ̂

い
0

，'か
V
N
て
在
型
.に
]»

V
す
^

m

場
.はi r:

般
に
幕
屬
的
下
請
が
少
く
、
依
存
度も

弱
い
が
、

丨
6
型
に
屬
す
る
エ
場
は
尊
屬
工
場
，の
み
で
あ
つ
丁
、
.前
者
に
比
し 

丁&
存
度
は
相
當
に
强
圭
つ
て
い
る
。

- 

X
7)

商
業
資
木
茭SB
-F
藥

請

：

H

着

は
“
般

：
に

前

期

的
® ,
ぎ

ン 

が
强
く
I
從
属
度
が̂

ぃ
£ ;
其
象
れ_
;

^
、-(

に)

工
場•(

へ)

エ
へ 

塲
の
ニ
ス
場
？〕

の
地_
:
に
：ぁ
;-
0
走
は
提
ぃ
經
營
.
で
：
ぁ

っ

で

羝

模

_
' 

::

も
大
な”る
方
ゼ
属
し
沿
前
述
啦:?>:
如

ぐ

戰

時

取

は

產

醫

ホ

の

卞

. 

::

請
$

ん
で
扒
治
：:̂
、1

膨
艰
：の
：情
勢
は
做
：

0.
-.
で
*-
;

品

目

を

轉

換 

'  

-:
:
L::
T-
l
î

:̂̂
g
^
^
ぜ
'る
：
戈

の
...で
.
■
德

へ

丽

担

ょ

 

■

.

沉
方
資
木
^

り
泪
出
に
離
脫
す
る
第
が
出
來
、
又
、

(

.に
至
場
に 

へ
は
，：:1
3
:
:
.の
：資
本
が
商
業
資
本
ぬ
出
資
：で
；あ
る
.
0'
が
ぬ
节 

,
:商
業
賓
沐
^

請
と
樣
相
嘴
に.趣

含

を

異

に

，
レ

て

.い
_
.
'る

,°
•#

つ
■て
，

H
.

 

V

 ■

.の

.場

合

：フ
；
蔽

業

資

_

Q

T
請

，で̂

る

、

〕

と

は

您-r」

れ

等

の

工

場
 

■-
,
'

」

;e

劣

悪

性̂

示
一
す
指
檩
：
と

ほ

な

仏

な

か

Q 

'

.

し

里

考

嚓

1.

般
的
に
下
請
生
瘦
钇
必 

:

:
;
.
_
要
_本
ル
、
^

材
棘
.り
吏
耠
を
殆
裏
私
に
仰
ぐ
が
故
に
、
元
方
資 

ハ_へ.薄
の
*

カ
.は
當
然
に
_大
>と
.な
<>
;て
來
..て
.
.，

S

.る■

と
考
え
.ら
れ
.る
0
_,郎 

潘
原
料
の
支
給
が
行
ゎ
れ
る
結§
s

然
賛
加
エ
と
な
り
、
，そ
の
慣 

格
^

.®

値
以
卞
へ
切
下
げ
ら
れ
る
傾
向
が
大
で
あ
る
。

，
：

；

.

,
■

し
が
ル
年
ふ
當
她
方
に
淤
て
も
規
模
の
比
較
的
大
な
る
エ
場
程 

獨
を
保
冇
し
、
或
は
寄
坐
化
の
傾
向
す
ら
見
ら
れ
る
の
で
あ 

b

r

、

A
 

.
B '

の
こ
つ
の
期
’の
間
に
は
下
請
關
保
の
內
容
に
於
て 

比
較
的
明
確
な

I

線
を
割
す
る
事
が
出
來
か
パ

 

.

.

绝

：

節

，
細

拈

•  

'

 

'
 

.

前
節
に
於
て
、
我
//

は
下
請
關
係
の
概
觀
を
行
つ
仁
が
、
そ
の 

分
机
せ
る
事
を
次
に
要
約
士
つ
、
、
下
$
腸

係

を

通

じ

て

，
兒

?:
戰 

丨
後
中
小
工
業
の
性
格
を
考
察
し
て
見
ょ
ぅ
。

丨

.

常
地
方
の
機
械
器
具14

場
は
そ
の
大
部
分
が
竦
開
，

H

場
で
^

つ 

.

て
、-
大
郁
市
に
於
对
る
中
小
工
場

」 Q

性
傅
を
f

、
‘
戰
時
■

を 

通
じ
で
卞
請
關
係
を
そ
の
本
質
的
存
立
條
件
と
レ
て
い
る
。
而
も 

，戰
後
中
小H

樂
の-
i

 

、

:

,

,

,
,

繰
返
し
述
べ
仁
如
く
、
戰
後
は
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
、

ン
の
激
化
、

」

，ス
マ 

厂
>

ク
の
個
渴
等
の

.

諸
！
^

尤
依_.

っ
：：て
、
餘

材

料

.の
大
手
が
困
雖 

化
サ
る
爲
に
、
特
に
下
| »

ま
»
を
必^ ,

と
-1
>

っ
へ
^ ;

あ
：.
ズ

o

が
、
；
.：生
產 

奴
急

激

な

る

，
敬

縮

と

財

閥

-;
*

*

め

解

熝

或

.

：
は_

奪
サ
へ
ポ
.
あ
1
ジ
ュ
■へ
 

、に
，ょ
り
、
元
方
資
本

.

の
發m

量
财
徘
常
，
} r

鍊
少̂

し
：來
て
ぃ

_

る
0
1、

.從
っ
て
咿
小
エ
場
の
中
に
は#

^

^
っ
' 

>
ん
.下
請
關
係
1-

入
り
得
' 

、
ぬ
も
、の
が
可
成
り#

在
し
、.
之
味
必
然
的
に
へ
競
爭
を|¥
ん
セ
'
.v
> 

る
9 

I

方

現

，在

下

請

關

係

に

あ

な

，
主

場

；
の
；

'廣

く

；
は

論

述

の

如

き

事

. 

:

情
に
基
き
、
原
料
の
支
檢
を
度
对
右
實
質
的
に
.は
«

_
0:

ー
を
行
學
， 

'
に
過
ぎ
中
、
從
り
て
元
方
資
本
の
猶
過
利
观
玉
，可
能
な
：ら

.し

.め'>:
:\ 

,、旦
吨
產
物̂

不
等
憤
交
，換
を
，强
制.さ
权
1^ '
“
そ

の

結

果

奮

積

の

紙
 

件
を
缺
除
し̂
1
:い
る
'0
i

れ
等
の
諸
事
實fe
更

：に'ィ
.
'

V

フ
ゝ
レ
一1

シ 

ョ
ン
‘
の
激
化
と
相
俟
っ
て
中
小
八
止
業
窮
ト
乏
化
の
危
機
を
は
ら
み

、

- 

そ
の
階
^

八
ヵ
化
を
促
進
、
し
め
て
いる
の
で
あ
るo

又
產
業
資
本
，
 

P

發
症
里
の
濟
少
は
そ
の
間
隙
を
縫
づ
で
、
，

’
!§
)

#

#
本
の
m

矹
進 

出
を
可
能
な
ら
し
め
て
いる
^

實
も
見
逃
し得
す
、
こ
れ
は
前
述 

の
傾
向
を
更
に
促
避
す̂

で
あ
ろ
ぅ
。
 

'
、

'ノ
 

：L

か

：し

乍

ら

同

じ

A

窮

乏

化

の._危

機

に.あ
^

>-
:は
.一
芯.ぇ

、.中

小
. 

企

業S

部

，
に

お.い
て
、

そ

の

質

g
#

異

を

ま

た

認
警

る

を

得

な
 

-
5
’

の
.で
‘

っ

て

、

當I

方

の

下

請

工

場
l

A

.

B
の
二
っ
の
型
に 

っ
い
て
考
察
し
て
見
る
と
、
そ
の
間
に
可
成
り
の
差
異
を
着
取
す

,

,

，五

五

(

ニ
八
六〕

,



.

戰
後
中
小H

業
の
货
憩 

、

る
事
'亦
出
來
る
。
卽
ち’前
節
に
於
て
考
察
せ
る
如
く
、
A

型

は一

般 

に
元
方
資
本
に
對
す
る
依
花
度
が
弱
く
、
6

型
は
依
存
度
が
强
い
、

： 

«

4

そ
.れ
：は
.麗
取
る
量
的
差||
に
非
#

し
、て
.
’
璿

6:
質
的
差
条
じ 

近
V

も
CD
.で
^

K

%

'

aの
：事

は

入

型

：
と

5

型

.と

以

間

に

於

け

る

經
 

營
'そ
..の
.6

の

性

部

の
-
差
：に
基
べ
も.の
；̂
ぁ

_る';
0
0

P
 

A

型

：
に»■
:
.
_ 

す
^

-^

場
は
此
較
的
近.代
的
な
;«

袼
^

有
ず
；る
エ.場
；で
ぁ
る
，に
反/'
.
-
' 

し
灾
が
型
に
屬
す
备
芏
場
が
殆
ん
ど
手
エ
業
的
で
機
械
制
エ
孤
ン 

/
た
^

の

名

に
.®

い
1>

セ
い
か
の
が
#

5

_事

ゼ

基

ぐ

も

ー

の

^

ぁ
る
4

,: 

、
^
.
く
ナ
中
小
エ
業
が̂

^

に
於
て
-
般
^

下

齋

關

係

を

本
^-
的
一 

)

存

花

條

怦

；と

.

.し
な
水
ら
も
、
：
：
.經
營
：の
質
的
差
ヒ
應
じ_て
¥:
請

關

係： 

:
©
.內
容
.
.於
^

も
質
的
差
異
が
認
め
ち.れ
|:
'の
^

^

る
0

_;郎
ち
經
'-
-
: 

^#

,が

近

代

的

胜

格

を

趟

：々

：

に

つ

れ

て

、

換

言

す

れ

ば

迷

產

カ

：，
の
展
ン 

:

關
0

場

に
.應
じ
ボ
、
：^
|
腸

係
.も
f

CD

封
建
.：

g
|
i

糌
を
龈
く 

： 

い
し.て
，
：い
'る
。
:-
,ル
.
^し

乍

ち

產

業

業

：
0

卞
請
4

或

呔

商

業

:赘

本
(0
;

\ 

.

.

.
^請
か
‘
.と

如

、
っ
視
^

^

良
ば
少
く
と
：
^'

現
在
に
於
て
は#-
等

ひ

木. 

.
篇

差

異

を

議

办

拿
.は
.出
來
な
^

0 (

こ
：

Q

事
：■

艽
龙
資
本
が
：資
へ 

:

氺

め

形

態

の

：
み

を

_嘗

し

す

名

分

類

股

：
理

‘の
_

ヵ
^

款

る

.も
©
:

.
と
1

K
vl
/
>得
ベ
A 
,
.“問
题
は
生
靡
關
係
と
隹
產
力

Q
.

對
抗
=
:相
友
寝
.-.
- 

:
‘透
そQ

も
^

に

ぁ

：
る

事

を

：
示

唆

し

で

い

；
る

.
？

.'
而
し
て
こ
ぼ
造
考
靼 

■;し

-|
^

^
に
狂
:n

,ぱ

-
生
產
1

係
^

.
..
(
D
.む
'.©
、
始
格
は
下
請X
場
の 

:

牲
格
に
對
應
ず
名
も.の
で
^
'か

、
：
注

產

關

係

そ

の

レ

の

も

全

一

く

：手

、
 

五

六
.

(

ニ
八
七

)

.

H

業
的
な
前
期
的
經
膂
と
、
r
多
少
前
期
的
な
性
格
を
殘
し
な
が
ら 

も
近
;^

的

，
要

素

を

か

な

り

有

し

T

,v

>
る
經
營
と
の
間‘に
は
ホ
®

的 

差
異
の
あ

る

:*
-

-?
:

明
^

1/
'1
:

^

:る 
0

.
換
W

す
れ
ば
#-
.«.

營
.に
於
け
.
._ 

る
隹
產
力
.

Q

施

格

：
に

午

請

關

係

の

內

容

.が

詠

廉

し-で
V-
:

を

の

：
で

あ.. 

る

。
：':
:
1
,か
'^
,^
^

こ
：
_

9.«

谈

馨

：
る

生

產

關

係

が

：
又

各

經

犛

の

生

」

。
ン 

:

■

力

：
の

發

展
.•-
§
:
反
作
用
的
に
制
約
す
る
事
を.無
視
す
る
^

の
.

で
.
#
.」 

狄
し
犯
^

く
？
^

ゃ
、
：.
^
隱

_係
.か
瑰
_下
；
日

本

中

小

江

_

 ̂

:.て
の
本
賢
的
存
在«'
伴
^

务

事

を

否

定

す

；る

も

0'

で
.も

な

..：い

事

は

‘ 

' 

.

.勿
論
.

P
:

あ
-
^
;/.
'

H

r
 へ
：U :

,
:
;
'へ：…

：
' 

-:
/ '

:
.パ
.：
.
'
:
.

V..:  

V

: :;
:

:-:
:

:
,

.

.-

..:

く
“
：へ
,'
,
;
:
:
.
ふ'ノ
'^
..

ぢ

嫌

々
1

训
三
章
^

て
夫
々
の
視
點
か
以
不
充
分.な
が
ら
分
析
へ.''
:

. 

,
,を
«
.
み
て
來
た
。
こ
 

>

に
於
て
ぞ
れ
ら
の
分
析
：の.上
：.に
立
っ
て
、：:''

；
 

_
:麗
中
小
工
業
の
動
弥
を
概
觀
し
て
我
々
の
結
論
：に
代
务
ょ
、フ

°
:
'
 

.■ 

敗
;戰
■

の
.經
濟
的
混
亂
、,：.郞

-1
>

イン
'；

フ
：-

：

レ」

：1
;
:シ
：巧
'ン
.
0伽
速
度
>

メ 

"
盤

展

及

び

歡

材

料

、
資
金0
1|

渴
等
は
旣
：.に
»

た

如
-<
:

、
：生

產
':

' 

;
.過
擀
流
猶
過
：程
女
綑.じ
尨
.沖

小

：エ

葉

ぜ

甚

太

な

る

影

聲

を

農

へ

；
て

、

' 

\/
>

る
。

叩
し
て
：
'
1
:
:應
形
式
的
に
は
财
問
ぬ
解
體
じ
ね
今
白.に
於
て
.
'
.
'.
. 

も
、

他̂

の
：_
:
き

流

通

面

ょ

：
り

：す

る

.獨
由
資
本
'の
壓
廹
乃
..至
そ
の
'

^

墟
は
木
龙
'充
分
1-

存
在
じ
て
^:

る
％
.

ハ
：
:

.'\'ン

.

.

;
:ぞ
：3
.
で
日
：本
產
業
復
歟.ぬ
對
す
る
政
瓶
が
施
策̂:
巾
小
‘エ
業
對
.

求
#

:

要
■

_

、っ
の
へ
み
浓
ぁ
っ.て
、:

中
小
工
業
の
將
來Q

發
展
.
.：

.

に
對P

積
極
的
に
働
き
か
げ

.

る
事
宄
く
、

.

や
.、
も
す
れ
ば
從
來
の 

•
如
き
坐
產
外
か
ら

.

の
助
成
策
，

.
♦

保
護
策_

に
終
始> .

て
、.

日
本
蔵
業
：
 

',

後
興.

の

璁

實

的

撸

當

者

，
と
；

_

し
'
び
0
5̂_

エ

業

，
に
：
對

彳

：
る

具

體

的

な

. 

:

乱

'0
生
產
商
ょ
り
の
施
策

.

ん
ど
爲§

れ
て
い
洗
い
。

..
か
，ベ
の)  

.
'■
-
.如
く̂

^

エ
業
や
生
產
的
恶
礤
を
势
慮
ぜ
ぬ
結

|

ほ.

、.「 _
戰
前.

の
如_. 

ぐ

官

僚

：
|-
バ
ッ:.
'
.ク
ア.

ッ.
.プ
さ
れ
杰
1̂

1資
本
吏
配

(0
'

1^
1
成
^.
可 

'

能
呤
し
、
：流
通
面
に
ょ

.

る
利
调
鞭
出
丨
範
疇
的
に

_

ほ
刹
濶
と
云
泛
：
 

._

な
い—

'Q

方
向
を
確
保
せ
，

..
し
め
て
い..
る

::
0

:.
.'
.

:

;-
::以
上.
の

如

ぐ©
^

國

產

業

權

造

：
の

系

列

は

社

.

|

分

業

屯

基 

、
く
系
列
と
し
て.ぐ
.は
な
く
、'
.官
僚
政
^

_

^
占
資
本—

大
エ
場
|

.
下

請

.エ

場
|
1̂

下

請

.エ

場

の

系

列

，
即

ち

流

通

而

ょ

り

.
す

:̂
前
期
的 

,

利
满
搾
出の
系
列
と
：
し

：
て

現

わ

れ

て

：い

る

;0
:.
'
そ

レ

T,

本
調
茶
I

.

■
-'

す
如
く
、.
中
小
エ
.場
は
泠
©

有
す
る
生
產
ヵ
體
系
怒
合
理
的
全
.而 

.的
：に
發
現
.せ
：し
め
^

事
*^
5
±
來
;^

、、.僅
：か
.
に
^'
_

者
の
低
賃
金
1
 

,

絕
對
的
剩
餘
M

値
收
取
卜
に
そ
め
存̂

の
塞
盤
^

求
屯
て
^

る
に
. 

■■
.
,過
■

ぃ
。

■
.
 

_る
：生
產
カ
の
劣.弱
性
は
电
小
0:
_

の
'上
向
£

^

.

展
を
妨
げ
、
更
に
.
上
(0
如
き
企
業
系
列
か
ら
脫
.
却
す
る.
事
を
得
し
.へ 

'
め
^
い

の

で

あ

る

？
'
.
'
.
.
.
.
ス

 

':,
;.-
'

■
.
、
.
：

 
：

' 

#

し
乍
ら
旣
'
に
嵬
セ
如
く
、
：；
1

般
的

：に
危
機Q

.

中
に
あ
る
當
地' 

.

方
中
小
エ
業
办
中
に
は
人
入

B
D

T
I

つ.

の
型
'
が
あ
る
。
ぞ
の'11

つ.  

Q
.

型

ば

生

產

龜

系

の§

的

な

差
-'
>

萊
し
づ.

>

、
質
的
に
：異
っ_ 

..
V.

V
 
骑

後

を H
.

業
の
實
態.

V. 

V
:
-:
.

ぺ
 
_'

:
,

フ
た
生
產
機
權
を
有1;

:

て
：

.

い
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
ニ0の
：
型

：
の
'
エ

場

ズ
 

,
:-

は.

' -

般

的

：
に
S

化
^

中
1
あ
つ
で
も
夫
々
' *

つ
#

傾
向
を
迪〈

、
：
 

力
/ '
*.
:
經
濟
的
危
機0
進
展
：

._

に
伴
：つ
：て
兩
者
の
階
曆
的
差
は
益
々
決

_

,.

'

定
的
'と
'な
'办
0
'̂
;'
<
5
:
.る、
0:
そ
し
：て
B
.型
：̂

1

.、
般

に

事

歡
.上Q

實
勞 

ノ
：働

審‘と
攸
^

^

:、
'為
る
';
°

そ
れ
忙
反
し
'て
<
!
.
.型
&

則
述
0

''
|
3如

き

.

ぐ
：ノ
 

..親
下
が
.霞

の

卞

に

あ
:o

て
：_
.
;生
產
ヵ
め
高
度
化:*
.近
代
化
を
_

:

,

,

る
事
.は
出
來
史
、

：

前
期
的
挪
溯
搾
取
免
基
軸
と'す

る

^

業

系

列

の

- .

:

中
.に
あ
.：つ
て
、
豳
對
的
剩
餘
價
値;！
/
:至
前
期
■

利
潤
k

據
り
つ
く 
.-■
. 

.
ン
そ
0
.存

立

：を

維

持
.せ
^

と
;1
,
':"

或
る
..程
渡
減
劝
'し
：'て
'い
る
.。
：
從
つ 

.•
■.

■
X,

そ
.
.の
場
合
に
は
.
<
|型
ー
は
決
し
皮
：
生

產

ヵ

(0.
.八
ロ
理
的
へ
.1空
商
的
展 

: 

> :

開
=

上
向
的
'-
|
|
;開
戚
行
柃
れ
才.
い
な
い
>.
0
'併
し
、
絕
對
的
剩
顧
價.-
. 

、

値
乃
至
：前
期
的
刹
潤
浪
基
く
經
營

Q

維
持
そ9

も
の
す
ら
、.
.
W

は
' 
ノ 

ン

.

.
_そ
.の
經
營
の
或
る
程
度
の
生
產
ヵ
の'展
開
を
前
提
と(

せ
ネ
し
不
.は

， 

■■
,
:'
;
不
可
能
：で
あ
る
，
否
寧
：ろ
、
#;

期
的
利
_

搾
取
を
.義

.と
す
る
#

:- 

.

:へ：：

本&

企
業
蒸
列
に
.あ
つ
.
て
は
、
近
代
的
な
生
產
ヵ
體
系
：が
相
對
的

■ 

■

,;
5
讓
價
値
胲
減
の
方
向
に..作
用
圯
す
、»

對

的

剩

着

値

乃

至

前.；
■ 

■.
'
'■:
:
期
的
刺
潤
收
歡
，の
爲.に
作
用
し
て
.
.ぼ

め

：で
あ
る。

\
:
:
.

:,:

. 

r 

へ
V
.
.，か
.么
し
0;

本
產
業
復
興
の
基
軸'^
る
..べ
：き
中
小
.
|
-
-
1
_
#

建
：の
爲
_
.
.
. 

に
は
、.
^
,
:
S石
.企
業
系
列
^

Q
:

名
©

を
廢
菜
せ
'ね
.ば
^

,̂

ぬ
事
は
，

-:
■ 

明
*

漆
。」

-S
.企
業
系
列
：の
廢■

に
依
つ
：で.、：：'中

外

工

業

は
..

'
':
;
始
办
て
：生
產_
ヵ
©

合
理
的
：
>

近_

風

開

を

な

'し

得

る

タ

こ
：
に〜

:

.

.

.

.

.

. 

五
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.

,

戰
後
中
小H

業

の

實

逋
，

、

7
 

—
,

於
-
て
除
同
糾
合
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
1

そ
の
協
同
組
ム?' 

の
‘窮
極
的
目
檩
は
獨
占
資
本
と
，
§

徹
鼠
的
_

爭
の
中
に
發
見
さ
れ
，
 

る
べ
き
で
あ
る
。
我
々
は
こ
、
で
所
謂
放
同
紐
合
至
上
主
義
'！

2

陷 

•.
つ
て
坟
な
ら
な5
。
各
經
營
に
‘於
け
る
教
建
性
瓜
拂
拭
、
經
營
の 

合
^

化
は
重
要
な
る
課
題
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
止
ま
つ 

て
沿
な
ら
な
■
い
め
で
あ
る
Q

況

，ん

や

、

原

料
•
，
製

品

の

共

同

媾

入

. 

•
共
同
販
資
に
止
ま

り

つ

、
'
あ

る

現
狀
に
於
て
は
、
協
同
組合
は
 

中
小
エ
業
の
上
向
的
發
脱
の
爲
に
あ
今
の
’
で
は
ル
く
し
て
、
‘官

僚. 

銃

制

丨

獨

占

资

本

丨

の

,^
盤

を

提

供

す

る

に

過

ぎ

な

ぃ

か

く

て
 

は
、
か
つ
て
の
工
業
紐
合
の
、

f

一
の
舞
を
演
ず
る
も
の
と
‘安
ぅ
べ
き 

で
あ
つ
て
、
民
主
革
命
の
徹
底
的
遂
行
は
な
じ
‘得
な
い
。

,

民

生

革

命
.
：の

室

土

命

令

^

、
つ

_
は

我

國

產

議

造

：の
。寄
坐
的、‘

.ヾ
.

^
媸
的
な
胜
格..
§拂
拭
&
為
'̂
へ
敗
に^
獨
占.
資
漱
め.
徹
菌
的
；

」 

舊
禪
で
ぁ
る^ .
€
限
：連

啟.

勞
働
者
階_
:
牝
射
a:,
:.
:
:...

 

經
煢
#
* 
A
は
间
1:0
戰
線_

立
^
得_
る

必

、
；；
ぁ
?1-
>
猶

：藤
に
滑
べ

.. 

っ

て

：

そ

協

！

H
：

組
#
棟

：̂

革
命
め
逯
行
塗
土
に̂

^
勒

恥

小

其

：
： 

:
%
者.Q.

馨

と

な
4
得
る
？
從
：夕
て
撒
同
組
合
ば
努
働
者
階
級
；と

::,
; 

味

小

遷

者

曆

ど
^
蕾

：冷
#
w.
g
上
：
.
に..成
立.
せ
敗
ぬ
：散
ら
な.

:

.
い.
0.
',
3た
、〕

、
：
に

於

：
て

は

、
\
轉

々

が

本

：調

盗

に

.
於

で

分

祈1;
就

其.
. 

,
.
.*
の..
'異
質

胡

勝̂
の
%
:/
/
も.
^
の

自

標
.
を

^

b# :.
る

^

で4>

:

丨
タ0,
義
し
、」

瑰
在
寄
性
化
€>,
條
向.
を
於
ゎ
る
厶
型；
.̂
i
.
上.
p, V.
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賃
勞
働
者
化
し
つ

/

,

ぁ
る&

遨
'の
經
營
者
，も
共
に
、，
獨
占
资
本
の 

家

麗

權

が

そ

の

經

營

の
.

坐
產
カ
勝
開
の
_

と
な
つ
て
い
る
か 

ら
で
ぁ
る
。
し
か
し
，乍
ら
、
こ
の
ご
と
は
鹿
業
の
民
主
的
苒
建
と 

会

ぅ
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